
の
為
販
売
価
格
・
使
用
で
き
る
米
の
量
が

決
ま
っ
て
い
た
売
る
努
力
な
ど
必
要
な
い

時
代
に
、
闇
米
を
買
っ
て
ま
で
精
米
歩
合

を
少
し
で
も
上
げ
る
品
質
向
上
に
努
力
し

た
人
の
言
葉
で
す
。 

昨
年
11
月
の
株
主
総
会
で
は
昭
和
六
年

生
ま
れ
の
父
・
六
代
目
永
吉
が
代
表
取
締

役
会
長
を
退
任
し
取
締
役
相
談
役
に
就
任

致
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
感

謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
後
を
継
ぎ
ま
す

私
共
に
代
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
様

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

教
学
相
長
ず 

 
 

代
表
取
締
役
社
長 

大
井
建
史 

  

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

十
二
月
中
に
出
張
か
ら
帰
っ
た
ら
、

空
港
で
私
の
車
が
見
つ
か
ら
な
い
ビ
ッ

ク
リ
す
る
様
な
大
雪
も
あ
り
ま
し
た

が
、
秋
田
は
気
候
的
に
は
比
較
的
お
だ

や
か
な
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

厳
し
い
贈
答
市
場
に
喘
い
だ
師
走
で

し
た
が
、
２
０
０
８
年
に
世
界
的
な
三

つ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞
し
た
純
米
吟

醸
「
鳥
海
山
」
や
名
門
酒
会
の
生
酒
部

門
は
一
般
の
部
M
V
P
。
ひ
や
お
ろ
し

部
門
は
三
年
連
続
東
の
横
綱
に
な
っ
た

「
米
か
ら
育
て
た
純
米
酒
」
等
が
全
体

を
引
っ
張
っ
て
く
れ
、
又
、
ヤ
ク
ル
ト

球
団
若
松
元
監
督
の
野
球
殿
堂
入
り
を

祝
う
会
で
天
寿
純
米
酒
を
お
使
い
頂
い

た
り
、
婦
人
画
報
新
年
号
で
取
材
記
事

を
載
せ
て
頂
い
た
り
と
、
大
変
有
り
難

い
事
も
続
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
皆
様
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。 
 

人
生
五
十
年
が
過
ぎ
、
天
寿
酒
造
に

入
社
し
て
四
半
世
紀
・
社
長
と
し
て
10

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
新
創
業
を
標
榜

し
、
改
革
・
革
新
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
歴
史
的
に
築
か
れ
て
来
た
財

産
の
有
難
さ
と
儚
さ
に
も
気
付
き
ま
し

た
。
当
た
り
前
と
言
う
事
な
ど
無
い
の

で
す
ね
。
『
当
た
り
前
』
を
覚
え
る

人
・
教
え
る
人
・
知
ら
な
い
振
り
を
す

る
人
・
忘
れ
る
人
。
こ
の
「
人
」
を

「
自
分
」
と
置
き
換
え
て
も
又
真
な
り

と
も
思
い
ま
す
が
、
天
命
を
知
る
に
は

程
遠
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。 

先
代
五
代
目
が
70
代
後
半
の
頃
、
小

学
生
の
私
に
「
建
史
、
人
は
運
・
鈍
・

根
だ
。
鈍
い
位
に
実
直
に
、
性
根
を
据

え
て
物
事
に
当
た
れ
ば
運
は
自
ず
と
付

い
て
く
る
。
」
と
何
度
も
説
か
れ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
目
を
閉
じ
耳
を
塞
ぐ

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
に
忠
実
で

あ
れ
と
言
う
事
だ
と
思
い
ま
す
。
統
制

天寿酒造株式会社 
〒015-0411 
秋田県由利本荘市矢島町城内字八森下117 
 TEL 0184-55-3165   FAX 0184-55-3167 

http://www.tenju.co.jp  
  第62号  2010年1月号 

若松勉氏野球殿堂入り祝賀会・天寿で鏡開き 

婦人画報新年号 

●お問い合わせ 天寿酒造株式会社まで 0184-55-3165 

酒蔵開放 平成22年 

２ 月 13日 (土) 

★急募★ 酒蔵開放のボランティアスタッフ募集（〆切日 平成22年1月31日） 

●場所 天寿酒造株式会社 

●時間 10:00～16:00  
 

●参加無料 

しぼりたての純米新酒を雪室に封印し

５月まで氷温で貯蔵します。どんなお酒

に仕上がっているか５月の封印解除を

お楽しみに。 

純米新酒雪室封印 

第一部 11:00～12:00  

第二部 13:30～14:30 
毎年満員の人気公演。今年も「猿倉人形

芝居」を２回上演します。（無料） 

郷土芸能「猿倉人形」上演 

11：00、12：30、14：30に、もちつき大会を開
催します。誰でも参加出来ます。ついたおも

ちはおしるこにして、無料サービス致します。 

おしるこ無料サービス 

※受付最終15：00 

海の幸の販売です。 

煮タコ・沖漬イカ・沼エビ・サキイ

カ・etc・・・   

金浦町：勘六商店 

海産物販売 

蔵開放の当日、朝から搾りながらビン詰めする

超フレッシュな特別純米酒を販売します。売り切

れ御免の大人気酒です！ジューシーな新酒を是

非お買い求め下さい。 

朝しぼりの超限定酒販売 

「鳥海水産」による 

マグロ解体ショー  

12時開始 他マグロ、
筋子販売等  

マグロ解体ショー 

新酒が薫る酒蔵を、蔵人が酒造

りの行程を巡りながら詳しくご案

内致します。 

酒蔵見学 

先着１０名様限定 １４：３０～ 
酒造りを見ているだけじゃ物足りない

方におすすめ。 《要事前予約》 

酒造り体験 

酒蔵開放当日のみの 

「しぼりたて限定酒」と 

「甘酒」を販売致します。 

蔵元訪問者限定酒 

《秋田市より送迎付》   

ＪＲ秋田駅東口発 ⇒ 天寿 ⇒ 宿泊先 ⇒ 秋田駅東口 

別紙又はホームページより酒蔵見学・温泉・料理・

送迎付きのお得な宿泊プランへお申込み下さい。 

お得な宿泊プラン  

築180余年の本宅座敷で、歴史あるお雛さまを眺
めながら、甘酒はいかがでしょうか。 

天寿のお雛さま 

冬道の不安がありません。お

酒もゆっくり楽しめます。是非

ご利用下さい。 

鳥海山麓線「おばこ号」 

（下記列車に限りフリー乗車できます。）   

本荘発 矢島発 

10:50 14:50 

11:52 15:50 

無料列車運行 

夏の間、無農薬田で活躍したアイガモが酒蔵開放でも活躍

します。今や名物となりました天寿のカモ鍋。寒い冬、アツ

アツのカモ鍋と日本酒が最高です。先着５００杯（一杯200円） 

天寿名物アイガモ鍋 



◆
◆
秋
田
酒
造
組
合
イ
ベ
ン
ト
◆
◆ 

・ 

開
催
日 

 

２
０
１
０
年
３
月
３(

水)  

・ 

場 
 

所 

ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京 

 
 
 

「
秋
田
の
酒
き
き
酒
会
」 

 
 
 
 
(

流
通
・
飲
食
店
・
マ
ス
コ
ミ
対
象) 

・ 

時  

間 
 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時  

・ 

参
加
無
料   

・ 

業
界
関
係
者
を
対
象
と
し
た
試
飲
商 

 
 

談
会
の
為
一
般
の
方
は
入
場
で
き
ま
せ 

 
 

ん
。 

・ 

銘
醸
地
秋
田
県
の
酒
蔵
25
社
が
各
蔵
の 

 
 
 

自
慢
の
逸
品
と
お
燗
酒
を
準
備
し
て
お 

 
 

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。  

・ 

新
開
発
酵
母
【
秋
田
酵
母
№
12
】
【
秋 
 

 
 

田
酵
母
№
15
】
仕
込
の
清
酒
を
ご
試
飲 

 
 

出
来
ま
す
。  

 

・ 

酒
質
や
タ
イ
プ
が
一
目
瞭
然
の
出
品
酒 

 
 
 

リ
ス
ト
を
配
布
い
た
し
ま
す
。  

 

・ 

秋
田
県
の
特
産
品
販
売
を
同
時
開
催
い 

 
 

た
し
ま
す
。
（
き
り
た
ん
ぽ
、
稲
庭
う 

 
 
 

ど
ん
い
ぶ
り
が
っ
こ
な
ど
多
数
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
秋
田
の
酒
を
楽
し
む
会
」 

 
 
 
(

一
般
消
費
者
対
象) 

・ 

時 

間 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分 

・ 

会  

費 

５
，
０
０
０
円 

・ 

定  

員 

６
０
０
名 
 
 
 
 
(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切 
 
 
 
 
 

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す)  

 

「
美
酒
王
国
」
秋
田
の
酒
は
四
季
折
々
の

美
し
い
自
然
の
中
、
良
質
な
酒
米
・
優
れ
た

技
能
を
持
つ
蔵
人
達
に
よ
っ
て
丁
寧
に
醸
さ

れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
秋
田
の
銘
酒
と
料
理
を
お
楽
し
み
い
た

だ
く
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

《
締
め
切
り  

 
 
 

２
０
１
０
年
２
月
10
日(

水)

》 

申
込
み
先  

 

秋
田
県
酒
造
協
同
組
合 

URL 
 
http://www.osake.or.jp/ 

℡
：
０
１
８-

８
６
３-

６
４
５
５ 
 

◆
◆ 

試
飲
即
売
会
の
ご
案
内 

◆
◆ 

 

１
／
６
日
〜
12
日 

◎
西
武
百
貨
店
【
池
袋
店
】 
  

地
下
１
階
和
洋
酒
売
場
に
て
試
飲
即
売

を
行
い
ま
す
。 

こ
の
時
期
お
す
す
め
の
し
ぼ
り
た
て
生
酒

や
限
定
酒
等
を
含
め
た
様
々
な
旬
の
お
酒

を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

売
場
に
は
、
営
業
の
佐
藤 

博
輝
（
鳥
海

町
出
身
）
が
立
ち
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

◆
◆
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
◆
◆ 

  

昨
年
人
気
を
博
し
た
市
観
光
協
会
主
催

の
「
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
」
イ
ベ
ン
ト
に

今
年
も
参
加
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
(

期
間
3
月
３
日
〜
22
日) 

 

江
戸
時
代
の
矢
島
・
本
荘
・
岩
城
の
藩

主
や
旧
家
の
お
雛
様
な
ど
、
沢
山
の
古
い

お
雛
様
が
展
示
さ
れ
ま
す
。 

 

天
寿
酒
造
で
は
築
百
八
十
余
年
の
本
宅

に
飾
ら
れ
た
明
治
初
期
の
古
今
雛
を
展
示

致
し
ま
す
。
又
、
電
話
の
予
約
で
酒
蔵
見

学
も
出
来
ま
す
の
で
、
是
非
事
前
に
お
申
込

み
下
さ
い
。 

イベント 
NEWS 

大
井
家
玄
関
の
酒
林 

新
酒
が
出
来
る
と

新
し
い
杉
玉
に
。

今
年
も
新
酒
が
出

来
ま
し
た
。 

ひな街道本醸造 

 720ml  1000円 

☆
ひ
な
街
道
純
米
吟
醸
酒 

大井家の古今雛 

今
年
も
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
を
記
念
し
て
、

特
別
限
定
酒
を
販
売
い
た
し
ま
す
。
見
学
の

お
土
産
に
是
非
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。 

 

☆
ひ
な
街
道本

醸造

酒 
 

雪ごよみ生貯 

 300ml  500円 

 

申
請
は
二
代
目
永
吉
で
あ
る
。
初
代
永

吉
は
文
政
十
三
年
（
１
８
３
０
年
）
本
家

五
代
目
大
井
直
之
助
光
曙
時
代
現
在
地
に

分
家
、
麴
や
濁
酒
を
商
っ
て
い
た
が
、
二

代
目
永
吉
﹇
幼
名
正
助
﹈
嘉
永
二
年
（
１

８
４
９
年
）
二
十
二
才
で
雄
勝
郡
西
馬
音

村
佐
藤
平
治
家
よ
り
婿
入
り
、
家
業
を
手

伝
っ
て
い
た
が
、
明
治
維
新
を
経
て
新
政

府
に
よ
り
諸
制
度
が
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
っ
た
の
を
機
に
清
酒
製
造
に
踏
み
切
っ

た
と
み
ら
れ
る
。 

 

清
酒
醸
造
の
許
可
は
、
藩
政
時
代
は
生

駒
藩
で
あ
っ
た
が
、
時
の
権
令
（
※
１
）

宛
て
に
、
戸
長
（
※
２
）
の
奥
印
付
き
で

申
請
し
て
い
る
。 

※
１ 

権
令
﹇
県
令
に
次
ぐ
県
の
地
方
長

官
。
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
、
権
知
事

を
改
称
し
て
置
か
れ
、
同
十
一
年
に
廃
止

さ
れ
た
﹈ 

※
２ 

戸
長
﹇
明
治
前
期
、
地
方
行
政
区

画
の
区
や
町
村
の
行
政
事
務
を
つ
か
さ

ど
っ
た
役
人
。
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）

の
大
区
・
小
区
制
下
で
は
小
区
の
長
と
し

て
置
か
れ
、
従
来
の
庄
屋
・
名
主
な
ど
か

ら
選
ば
れ
た
。
同
二
十
二
年
町
村
制
施
行

に
よ
り
廃
止
。
今
の
町
・
村
長
に
あ
た

る
﹈ 

  
 
 

 

補
遺
‐
１ 

 
 
 
 
 

  

取
締
役
相
談
役 

 
 
 
 
 

    

六
代
目 

大
井 

永
吉 

 

「
百
三
十
周
年
を
迎
え
る
天
寿
の
歴
史
」

と
し
て
天
寿
蔵
元
通
信
に
拙
文
を
連
載
し

て
早
や
六
年
を
経
た
。
隔
月
発
行
毎
号
一

頁
の
紙
面
で
も
あ
っ
た
が
、
創
業
の
歴
史

も
既
に
百
三
十
五
年
目
に
入
っ
て
い
る
。 

 
私
に
し
か
書
け
な
い
記
事
を
と
の
思
い

で
父
か
ら
聞
い
た
話
や
、
写
真
、
資
料
を

調
べ
な
が
ら
物
語
風
に
書
き
進
め
て
き
た

が
、
ほ
ぼ
記
憶
に
残
る
事
柄
や
材
料
も
尽

き
て
き
た
感
が
あ
る
。 

 

蔵
元
通
信
の
編
集
か
ら
は
連
載
を
続
け

て
欲
し
い
と
の
要
請
も
あ
り
、
郷
土
史
研

究
、
矢
島
酒
造
史
研
究
的
に
な
っ
て
天
寿

愛
飲
家
の
皆
さ
ん
に
は
興
味
が
薄
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
先
祖
が
残
し
た
古
文

書
を
読
み
解
き
な
が
ら
創
業
の
頃
に
戻
し

て
続
け
て
み
た
い
。
ま
た
、
書
き
残
し
た

事
柄
が
出
た
時
は
挿
入
す
る
こ
と
に
し
た

い
。 

清 

酒 

醸 

造 

願 
 

清
酒
醸
造
営
業
仕
度
奉
存
候
間
、
御

鑑
札
御
下
ヶ
渡
被
下
度
奉
候
、
尤
、
免

許
料
並
ニ
免
許
税
共
、
御
規
則
之
通
上

納
可
仕
候
、 

以
上 

 
 
 

明
治
七
年
八
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

秋
田
県
管
下
商 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
四
大
区
三
小
区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽
後
国
由
利
郡 

 
 
 
 

城
内
村
弐
百
拾
弐
番
屋
敷
居
住 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
井
永
吉
㊞ 

秋
田
県
権
令 

国
司
仙
吉
殿 

  

右
之
通
相
違
無
之
、
依
テ
奥
印
仕
候 

 
 

明
治
七
年
八
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

戸
長 

菅
原
景
就
㊞ 

天寿の歴史 

 

補 遺 

記 録 綴 

免 許 申 請 書 

 

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。 

日
本
酒
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
方
、
天
寿
に
つ
い
て
の

情
報
を
知
り
た
い
方
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
Ｅ
メ
ー
ル  

info@tenju.co.jp 

●
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０ 

５
０ 

３
１
６
５ 

( 
 ) 


